
H23年度 環境都市工学部 都市システム工学科，工学部 都市環境工学科／システムマネジメント工学科 特別研究概要 

 

表 1 アンケート調査概要 

項目 概要 

実施日時 2014/1/31～2014/2/3 

対象地域 神戸市（衛星都市：明石市） 

札幌市（衛星都市：江別市） 

岐阜市（衛星都市：各務ヶ原市） 

富山市（衛星都市：射水市） 

方法 Web（マクロミル社）を利用 

回答数 2,478 

有効回答数 

（属性別） 

個人属性：2,289 

世帯属性：2,234 

 
表 2 アンケート内容 

No 設問内容 質問項目 

1 
日頃心がけている

節電行動 

エアコンの関連 

テレビ関連 

照明関連 

2 

日頃心がけている

家族との協調・協力

行動 

エアコンの使用時間 

テレビ視聴 

家族との団らん 
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1. はじめに 

 2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災によって，

エネルギー供給構造の弱点が再認識されるとともに，

エネルギー政策の在り方を大きく見直すきっかけとな

った．今後，エネルギー供給をより一層分散し，かつ

安定したものに変革していくことは必要不可欠な課題

言われている．その解決策として，例えばスマートコ

ミュニティやスマートハウスがある．スマートハウス

の有効性を測るためいくつかの実験的な地区で実証事

業が行われているが，今後の政策拡大に重要となる一

般的な地区でのデータ収集は難しい状況にある．また，

エネルギー計算を行うための生活スケジュール作成に

関する研究は多くなされている(1)が，エネルギー消費

量に関わる家庭内の協調・協力行動について議論され

ている研究はいまだ多くなされていない．  

 

2. 目的 

 スマートハウス（あるいはHEMS）をさらに拡大し

ていく上で，一般的な地区における，電力消費量デー

タは必要な情報となる．世帯属性による電力使用量の

違いと，電力使用に関わる家庭内における協調・協力

行動の実態の把握を，アンケート調査を通し目指す． 

 

3. 研究の前提 

(1) 協調・協力行動について 

 家庭内において，単独ではなく家族と一緒に過ごす

ことや，皆で家電の使用時間を減らすことは，節電に

つながることから，これらを協調・協力行動とする． 

(2) 個人属性と世帯属性の分類 

 電力使用パターンが類似している属性分類として、

学生・男女/勤め人・無職（主婦）・60歳以上の計7分類

を与え，個人属性の集合を世帯構成と位置付け，国勢

調査(2)を用い世帯属性を37分類作成した． 

(3) アンケート調査概要 

 家庭内における協調・協力行動の実態の把握のため，

アンケート調査を行った．表1に調査概要を示す．対象

地域は人口・人口密度および気温が高いか低いかを基 
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準として，4つ都道府県庁所在市とその衛星都市を選定

した．また，簡単な設問内容を表2に示す． 

4. 電力消費量と協調・協力行動確率 

(1) 家庭内活動パターン 

 電力消費に関わる家庭内の活動を，NHKの国民生活

時間調査以下（NHK調査）(3)により「炊事・掃除・洗

濯」，「テレビ」，「起床在宅」とし，活動割合を使用す

る．並行研究との関係性を保つため，NHK調査の15分

単位を30分単位に集計した． 

(2) 電力消費量の算出方法 

既存研究(4)を参考にし，家庭内の電力使用量 Wh[W]

は式(1)より算出する． 
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表 3 協調・協力確率（%） 

個人属性 エアコン 

使用時間 

テレビ 

視聴 

家族との 

団らん 

学生 20.0 26.7 32.2 

男勤め人 33.4 28.9 34.1 

女勤め人 38.6 35.2 45.8 

男無職 28.8 32.8 24.0 

主婦 36.8 43.7 56.3 

男 60 歳以上 36.7 34.8 29.4 

女 60 歳以上 42.2 33.7 36.1 
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冷蔵庫の消費電力

家電の保有台数

時間時間炊事・掃除・洗濯エアコン

照明テレビの行為個人

の消費電力

家電エアコン照明テレビ
 

 w[W]とWrf[W]は参考文献(5), (6)，Ai[時間]はNHK調査，

Nhwはアンケートにより算出する．図1に3人世帯の属

性別の電気使用量の比較を示す．協調・協力行動によ

って削減が期待される「エアコン」と「照明」の電気

使用量比率はいずれの世帯属性においても高い．「テレ

ビ」もその効果が期待できるが，電気使用量比率とし

ては高いわけではない． 

 

(3) 協調・協力行動確率 

 電力節約効果の推計において，重要となってくる個

人属性別の協調・協力行動を起こすかどうかの確率を

アンケート調査より決定した．アンケート調査の日頃

心がけている家族との協調・協力行動の質問において，

「はい」と答えた人の割合を持って，協調・協力行動

確率とした．表 3 に協調・協力確率の一覧を示す．家

族との団らんに対する確率が高い場合が多く，また，

女性のほうが高い値であることがわかる．いずれも，

個人属性によって大きな差があることが確認できるこ

とから，属性を考慮した分析が重要であるといえる． 

 

5．考察 

図 1 より，同じ世帯人数でも電力使用量に差があり，

最大約 8000[Wh/day]の差がある．これは，世帯内の個

人属性の行為時間の差によるものである．特に電気使

用の約半分を占めている照明とエアコンと関連してい

る起床在宅時間が長い「主婦」，「男女 60 歳以上」がい

る世帯属性は高い．また，協調・協力確率について個

人属性と日頃心がけている節電行動とのクロス集計を

行ったところ，日頃から節電行動を心がけている人ほ

ど家族との協調・協力行動を起こす確率が高い傾向が

みられ，また，日頃から節電行動を心掛けていない人

でも何割かの人は，協調・協力行動に対して前向きな

回答をしており，いずれの行動についても同様の傾向

がみられた．このことから同じ個人属性であっても，

個人の考えや地域性により，協調・協力確率にバラつ

きが出ることが予想できる． 

 

6．おわりに 

今後，アンケート調査により得られた協調・協力確

率を利用し電力節約効果の推計を目指し，世帯属性や

世帯人数による効果の違いについて考察していきたい．

また電力節約効果の推計を行っていく上で，協調・協

力確率が地域性などの要素によって大きくなるのか

（または低くなるのか）を分析していき，それぞれの

電力節約効果についても比較していきたい． 

なお，本研究は，環境省環境研究総合推進費

(1E-1202)の一環として行ったものである．ここに記し

て謝意を表したい． 
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図 1 電力使用量比較（3 人世帯） 
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